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中海・宍道湖圏域における大型水鳥類を通じた 

「観光」および「農業」の取組事例と今後の展開について 

斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会 

地域づくり部会

資 料 ３ 
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斐伊川水系 中海・宍道湖圏域『大型水鳥類』観光振興（エコツアー）地域づくりプランへの展開 

■ 中海・宍道湖圏域『大型水鳥類』を通じた観光振興プランに求められる 3つの視点＜基本条件＞

１．関心、興味のあるツアー・企画等の圏域「観光ニーズ」への対応 

「中海宍道湖大山圏域観光アンケート調査」（平成 26年 3月）」において、圏域で関心・興味のあるツアー・企画等に関する 18項目の観光ニーズ・アンケート
では、“地元の穴場スポット（お店、眺望）の情報提供（63%）”に次ぐ第 2位が“宍道湖・中海・日本海の自然と触れ合えるエコツアー・遊覧ツアー（54%）”で
あり、圏域内の自然とのふれあいに対する一般観光客の関心が高い。換言すれば、この分野の観光需要への対応が決定的に遅れていると考えられ、中海・宍道湖

等の雄大な水辺景観の中での『大型水鳥』との魅力的なふれあいは、そのニーズを満たす有力なコンテンツになり得ると考えられる。

２．圏域観光客数の減少が顕著な「冬季観光」への対応 

「平成 26年島根県観光動態調査結果」および「平成 26年（鳥取県）観光客入込動態調査結果」によれば、中海・宍道湖圏域の月別観光入込客数の変動を見る
と春から夏（5 月～8 月）にピークがあり、冬季（11 月～2 月）の来客数の顕著な減少が課題とされている。斐伊川水系において「現況安定生息種」とされ、西
日本最大の渡来数を誇るハクチョウ・ガン類は、10月に飛来し 3月まで中海・宍道湖圏域に生息（渡来数が多くなるのは 11月～2月）する。このため、現況の 2
千羽から 3 千羽におよぶハクチョウ・ガン類や、アピール度のさらに高い今後のツル類の越冬などの“冬鳥”としての「大型水鳥類」の観察シーズンを狙った観
光企画は、冬季集客効果を満たす格好の素材（自然資源）になり得ると考えられる。

３．全国最下位レベルの圏域「インバウンド観光」への対応 

現在、国の成長戦略として訪日外国人旅行者の増加が求められているが、「中海・宍道湖・大山圏域インバウンド総合計画（平成 27 年 2 月）」によれば、平成
25年の県別訪日外国人訪問率を見ると、鳥取県 46位、島根県 47位と全国最下位に甘んじている。中海・宍道湖圏域では、米子空港⇔韓国・ソウル空港、境港⇔
韓国・東海港⇔ロシア・ウラジオストク港の国際定期便が就航し、これらの国々とは、ハクチョウ・ガン・ツル類等の繁殖・中継・越冬地としても強く結ばれた

関係にある。今後の生態系ネットワークの広域的な展開の中で、渡り鳥を介した北東アジアとの『環境交流』の活発化により訪日来訪者の増加を図る方向が考え

られる。また、欧米においてはアジア諸国に比べてバードウォッチング人口が圧倒的に多く、例えばアメリカ 4,800万人、イギリス 120万人の市場規模があり海
外バードウォッチング・ツアーも活発であるが、この分野における日本の計画的・組織的取組みは未開拓な現状にある。わが国を代表する多様な野鳥の観察が可

能であるのみならず、歴史・文化や食も含めて大きなアピール効果を有する中海・宍道湖圏域が率先した「欧米バードウォッチャー訪日戦略」の検討が有望と考

えられる。 
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中海・宍道湖・大山圏域、 

関心・興味のあるツアー・企画等集計結果 

資料）中海宍道湖大山圏域観光アンケート調査（平成 26 年）中海・宍道湖・大山圏域観光連携事業推進協議会 

２位 １位 ３位 
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中海・宍道湖圏域 月別観光入込客数変動＜平成 24 年 1 月～平成 26 年 12 月＞ 

出典）鳥取県は「観光客入込動態調査結果」、島根３市は「島根県観光動態調査結果」より   鳥取県の市町村ごと・月ごとの入込客数は未公開。島根県各市の数は延べ数、鳥取県は実数
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中海・宍道湖圏域、斐伊川水系ハクチョウ・ガン類月別個体数変動＜平成 24 年 1 月～平成 26 年 12 月＞  
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■ 第一次産業と昔ながらの街並みを「売り」とする観光 ―豊岡市
 コウノトリの野生復帰に向け、堤外・堤内でコウノトリもすめる豊かな自然環境づくりを

推進。温泉街の伝統的建造物の保存に努める等、昔ながらの街並みの保全を推進。

城崎温泉の外国人宿泊数は、平成 23年は 1,100人程だったが、平成 26年は約 14,000人と
増加。コウノトリ文化館（コウノトリの郷公園に併設）来館者数は平成 17 年のコウノトリ野
生復帰を境に増加、およそ 30万人/年程度で推移。 

■ 立入が制限された自然へのアクセスを「売り」とする観光

―順天（スンチョン）自然生態公園（韓国） 
韓国南部に位置する河口湿地約 2,800haを保護区とし、自然とふれあえる取組を行ったとこ
ろ、開園当初(2004年)は年間 10万人程度、2014 年は 300 万人以上、2015 年は 500 万人以上
もの人が来園するようになった。入園料（2014年は約 15 億円）の他、カフェ、観光船や売店、
ビジターセンターの雇用が発生し、その経済効果は莫大。

当地で越冬するツル類の保護のため、近隣の水田約 300ha ではツルの採食地となるよう、
環境に配慮した農業を推進している。

―WWT(鳥湿地トラスト)ロンドン湿地センター（英国） 

ロンドン中心部より 10kmほど南西に位置する湿地で、自然とふれあえる取組を行ったとこ
ろ、年間約 23 万人もの人が余暇に訪れるようになった。また、整備前と比較して、近隣の住

宅の不動産価格も上昇した。

■ 自然と共生する産業を営む人が、自らの仕事を「売り」とする観光

―知床 

昆布漁を通じたエコツアーを 2 日で一人あたり 30,000 円で展開しているなど、世界自然遺
産にも登録された知床の自然を、産業という切り口で漁師さんが案内。

この他、船に乗ってシャチやヒグマ、漁業資源を食害するとして地元漁師からは厄介者とさ

れているトドなどを、漁師のガイドのもと観察するエコツアーも展開している。

約 10 万人

300 万人以上

500 万人以上

コウノトリの放鳥、

野生復帰 
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わが国における訪日外国人の動きにも変化あり 
 

従来は東京―名古屋―京都―大阪がゴールデンルート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カニがいっぱい！ 

ホタテいっぱい！ 

 

うちの温泉で 

10 歳若返る！ 

泥だらけになって 

レンコン掘りして

みないか！？ 

おサケはコメと水

が命！ここはすべ

てがそろう！ 

10 万羽を超える 

ガンのねぐら立ち

は圧巻だよ！ 

 ・・・・・ 

日本食と言えば 

日本海の魚！ 

トキも待ってるぞ！ 

イルカといっしょに泳

いでみないか？ 

ゴールデンルートから地方ルートへの誘致が 

地域活性化のカギ！ 

 

ゴールデンルートだけ 

では訪日外国人のニーズに 

応えきれない！？ 

 

 
 おいしい日本食を 

食べたいわ！ 
おサケって 

うまいのかな？ 

飲んでみたいぞ！ 

きれいな景色の中 

温泉に入りたい！ 

 
農村に泊まって 

農業体験 

してみたい！ 

 
ニッポニア・ニッポン… 

どこに行けば見られる 

のだろうか？ 

日本に関心を持つ外国人に向けて、各地で今やあの手この手！ 

地域の自然や歴史・文化・食を活かした観光振興が各地で展開… 
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写真のパネルレイアウト 
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ラムサール田んぼの会（松江市）、 

農事組合法人ゆとりの里下古志ファーム 13（松江市） 

地元農業者の高橋裕典氏が 2005 年より「ラムサール田 

んぼの会」を立ち上げ、高橋氏所有の水田でふゆみずた 

んぼを実施。2008 年より、ゆとりの里下古志ファーム 13 

が加わる形でふゆみずたんぼが拡大。 

現在、化学農薬・化学肥料の使用量を減らした「はくちょう舞」、及び、農薬と化学肥

料散布を行わず、ふゆみずたんぼを実施している「湖北はくちょう米」をブランド化し

生産・販売。「湖北はくちょう米」は 1kg あたり 770 円（2014 年）。 

農事組合法人 ファーム宇賀荘（安来市） 

能義平野の約 10ha の水田でふゆみずたんぼ 

を実施、地域の特産であるドジョウを放流、無 

農薬・無化学肥料の「どじょう米」を生産。毎年 

1,000 羽を超えるコハクチョウが越冬し、魚巣 

ブロックやビオトープ整備など、年間を通じて 

生きものと共生した米づくりを行っている。また、地域住民を対象に

生きもの調査や学習会を実施し、農村環境保全の意識啓発も図っ

ている。 

特定非営利法人 未来守りネットワーク（境港市） 

かつての美しく漁業資源の豊富な中海を取り戻すため、 

アマモ場の再生や、水質悪化を招く繁茂した海藻の回収 

を進めている。刈り取った藻は肥料化され販売、日野町 

や松江市、出雲市の「海藻米」の生産に利用されている 

他、学校給食用のお米づくりに使われるなど、海藻農法 

の活動の輪が各方面に広がっている。海藻農法普及協議会とともに、環境と

経済の地域循環構築を進めている。 

石井奥谷新山地区水田環境保全協議会（米子市） 

「中海にやさしい農業」として田植え時の濁水流入の

削減と農法の普及に取り組んでいる。 

農事組合法人 やない（松江市） 

不耕起・冬期湛水、生物調査を実施している。 

美談みどりの会（出雲市） 

「多面的機能支払交付金」を活用、圃場整備によっ

て生じた排水路と水田の落差に魚道を設置し、ドジョ

ウやメダカが行き来・産卵できるようにしている。 

中海・宍道湖圏域における「環境保全型農業」の取組事例
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指標となる大型水鳥類と『生物多様性水田づくり』の関係概要—中海・宍道湖圏域での取組状況— 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「D.耕起・耕作」の効果 

「秋耕」「裏作」の実施は、一般に、水田の落ち穂や

二番穂を食物資源とするハクチョウ・ガン類の生息に

負の影響を及ぼす。「秋耕」の近年の広がりにより、ガ

ン・ハクチョウ類が減少している報告例もある。 

冬期湛水を実施しつつ、一部二番穂を残すことによ

りハクチョウ等の採食場の保全に取り組んでいる地域

もある。 

 
 
 
 

 

 

二番穂を残し、ハクチョウ類の食物資源を確保する取組 

「A.水域・連続性の確保」の効果 

 フナ、ドジョウ等水辺に依存する魚類の視点に立った水域連続性の確保により、

これらの水生動物が水田＋水路（＋河川）で生活史を全うでき、安定して生息で

きるようになる。肉食性の水鳥類の生息環境改善に効果が期待される。中海・宍

道湖圏内では、出雲市美談みどりの会等による整備実績がある。 
 
 
 
 

水田魚道の設置により、落差の生じた水路と水田の 

連続性を確保 

資料）水田魚道づくりのすすめ（農林水産省） 

「B.水管理」の効果 

冬期湛水：非灌漑期にも水田に水を張ることにより、ハクチョウ・ガン・ツル類等が休息

の場、ねぐらの場等として利用するようになる。また、「A.水域・連続性の確保」等の取

組とあわせて、コウノトリ等大型肉食鳥類の食物資源となる水生動物の生息環境改善にも

つながる。 

中海・宍道湖圏域では、安来市（ファーム宇賀荘）や松江市（ラムサール田んぼの会、

下古志ファーム 13）等で取組まれており、コハクチョウの越冬地となっている。 

中干し調整：カエルの仲間など、幼生は水域で、成体は水辺～陸域で生息する水生動物の

視点に立ち、成体となるまで中干しを行う日を延期すること等により、水田に生息する水

生動物の生息環境改善を図ることができる。兵庫県豊岡市の「コウノトリ育む農法」の要

件の一つ。              

「C.農薬・化学肥料」の効果 

化学農薬、化学肥料の使用は、一般に、圃場の生物

多様性に負の影響を及ぼす。毒性の強さや残留性等、

圃場に生息する生物への影響を考慮する必要がある。

有機栽培は化学農薬・化学肥料の使用量を減らすので

はなく、使用しないことが条件の一つとなっている。 

中海・宍道湖圏域では、安来市（ファーム宇賀荘）

と松江市（ラムサール田んぼの会、下古志ファーム 13）

等で取組まれ、一部はブランド米として販売。 

 
 
 

島根県エコロジー農産物認証マーク 

冬期湛水水田を、ハクチョウ類が休息の場として利用 

常時水域 水田魚道 冬期湛水 中干し調整
無農薬・

無化学肥料
減減栽培 秋耕実施 裏作実施

コハクチョウ ● △ △ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

オオハクチョウ ● △ △ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

マガン ● △ △ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

ヒシクイ ● △ △ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

ナベヅル ● ○ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

マナヅル ● ○ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ × × 冬鳥として水田を利用

● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × 留鳥として水田を利用

● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × 留鳥として水田を利用

（農）下古志ファーム13 - - 実施 - 実施 実施 - -
冬期湛水水田は約3.3ha

（2015年）

（農）ファーム宇賀荘 - - 実施 - 実施 実施 - -
冬期湛水水田は約10ha

（2015年）

◎：生息環境（採餌・塒等）の改善効果が大きい
△：生息環境（採餌・塒等）の改善効果が小さい又は無い
×：生息環境（採餌・塒等）の劣化に影響する

食性

植物 動物

Ａ.水域・連続性の確保 Ｂ.水管理 Ｃ.農薬・化学肥料 Ｄ.耕起・耕作

大型水鳥類の生息に影響をおよぼす水田づくりの要因

備考

4.　　コ　ウ　ノ　ト　リ

5.　　　ト　　　　　キ

3.ツル類

2.ガン類

1.ハクチョウ類

対策項目

指標種群
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斐伊川水系における「環境保全型農業」の取組実績と今後の展望 

生態系ネットワークに関する取組が始まるなか、圏域における環境保全型農業は広がりを見せている 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※1 5 市の冬期湛水管理、有機稲作農業は「環境保全型農業直接支払交付金」申請・交付対象水田の面積を元に算
出している。支援を受けずにこれらの農法に取り組まれている水田は含まれていない 

「生物多様性水田づくり」取組面積 「海藻米」普及の取組 

平成 27 年度(実績) 

û 海藻肥料の生産量は約 300 トン 
û 日野町、松江市秋鹿町、出雲市斐川町の農家と

協働、海藻米を生産 
û 平成 27 年 9 月より、境港市の小学校の給食にお

いて海藻米を提供開始（1日あたり約 3,000 食） 
 

平成 28 年度(見込) 

û 海藻肥料の生産工場を新規整備。生産量は大幅
に増加する見通し 

û 昨年度取組に加え、奥出雲町の農業法人と連携
し、海藻肥料を利用した水稲（仁多米）の生産

に取組む予定 

各団体代表者、2県、5市及び島根県農業協同組合、鳥取県西部農業協同組合へのヒアリング（平成 28 年 1 月実施）をもとに作成 

その他、圏域内の「環境保全型農業」に関する取組 

û 中海に濁水を流さない、環境に優しい農法の導入※2 
  - 中海に排水する米子市・境港市の水田全域に普及 

  - 他水系へ排水する水田についても実施を働き掛け

（JA 鳥取西部ほか） 

濁水を流さない代かきの実施（鳥取県資料） 

û 有機農業に取組む農業者の生産体制整備・販路の開拓等
に対して、財政的な支援を実施（鳥取県、島根県） 

 

û 有機稲作に取組む農業者と連携し、有機稲作農業の主要
な課題の一つ「除草」について、島根県農業技術センタ

ーが中心として研究及びとりまとめを行った除草技術

の、現場への導入・実証・技術改良の推進（「有機ひろ

げる米作り実証ほ」、島根県） 

「有機ひろげる米づくり実証ほ」（平成 27 年度は下古志ファーム 13、ファーム宇賀荘等が参加） 

※2 施肥と代かき・排水の時間や手法を工夫することにより、濁水の流出量を減らし、河川や湖沼の水質
汚濁を軽減する取組 

冬期湛水管理※1 

（5 市） 

有機稲作栽培※1 

（5 市） 

下古志ファーム 13 

ファーム宇賀荘 

平成 27 年度(実績) 

約 60ha 

約 54ha 

どじょう米 10.4ha 

3.3ha 

5.2ha 

4.5ha 
化学農薬・化学肥料使

用量 5割減栽培 

湖北はくちょう米 

冬期湛水管理 

 (5 市見込） 

有機稲作栽培 

(5 市見込) 

下古志ファーム 13 

ファーム宇賀荘 どじょう米 10.4ha 
(前年度を維持) 

4.0ha 
(前年度 0.7ha) 

約 60ha (前年度を維持) 

約 57ha (前年度+3ha) 

平成 28 年度(見込) 

9.0ha(前年度+4.5ha) 

5.2ha 
(前年度を維持) 

 

湖北はくちょう米 

化学農薬・化学肥料

使用量 5割減栽培 

平成 27 年度 

（実績） 

 

平成 28 年度 

（見込） 

海藻肥料の生産量 

 

300ｔ 

 1,000t 以上 
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中海・宍道湖圏域における「バードウォッチング観光スポット」の紹介事例 

 

 

 

 

  

●出雲平野エリア関連施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島根県自然環境課「宍道湖・中海探鳥マップ」より 

 

 

・野鳥は、植物や小動物と異なり飛翔による移動能力が高く、警戒心が強いことから観察のためには双眼鏡等を必要とし、また多様な

種類がいるため一定の予備知識が求められることが多い。冬季の観察では、特に寒さへの対応も必要となる。 

・上記の点から、専門の観察ガイドが常駐し、観察機材や展示パネル等も充実し、しかも年間を通じて室内からのバードウォッチング

が可能となる「野鳥観察施設」の存在は、大型水鳥類をテーマとした観光振興にとって欠かせない主要インフラと言える。 

・中海・宍道湖圏域においては、圏域西端に「宍道湖グリーンパーク」が、圏域東端に「米子水鳥公園」の 2 施設が設置され、特定の

バードウォッチャーのみならず一般観光客も積極的に受入れる体制があり、全国的にも恵まれた条件下にある。 

＜参考＞ 
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中海・宍道湖圏域におけるバードウォッチング展開事例 

 

①バードウォッチング専門会社による中海・宍道湖圏域へのツアー企画と 

野鳥専門誌「ＢＩＲＤＥＲ」（文一総合出版）への宣伝例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②出雲地域におけるバードウォッチング宣伝チラシ 

2015 年 11 月号（左）／12 月号（右） 

＜参考＞ 
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ラムサール条約湿地における「マガン観察バスツアー」の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※宮城県大崎市では、マガンの国内最大規模の越冬地である「蕪

栗沼・周辺水田」「化女沼」「伊豆沼・内池」の 3 湖沼がラムサ

ール条約湿地に登録されていることを活かし、3湖沼の広域をバ

スで巡るバードウォッチングツアーを、冬季（10 月～1 月）の

土日・祝日に企画開催している。 

【ツアー開催日程カレンダー】 

【コース内容】 
＜参考＞ 




